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救急車の内容

車は，今までの患者輸送車を写真のように改造し，赤色の警光灯や

ピーポーサイレン，作業用サーチライトの性か，内部にはベッ ト，タ

ンカ，酸素ボンベ，救急道具， 毛布などを完備しています。
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--'， 7月5日0胃の集団検診（公民館） （ 
） ~ 6日0胃の集団検診（公民館） ） 
¥ 0日本脳炎予防注射（予子林）
( 0地すべり 関連農道菟野尾線入札（役場階上） ：； 

） 

：：： 8日0婦人バ l../ー大会（公民館主催） -` 

＼ 

I 優勝中央分館（上鹿野川チーム） （ 
~ 9日0公民館成人大学国内留学出発（三重・滋賀方面） ） 
{ 10日0日本脳炎予防注射（正山，宇和川）
; 11日0日本脳炎予防注射（岩谷小学校） S 

0宇和川地区第2次農業構造改善事業地区推進委員会＼
) _— 

（正山生活改善センター）、 、（
) 0地籍調査実施地区説明会（小畑井） ： 

~ 13日0日本脳炎予防注射（予子林小学校） : 

：：： 14日0町酪農部役員会（農林会館）
( 0社会教育役員会（公民館） ： 
) 17日0町社会福祉協議会総会（公民館）
¥ 18日0魚成，肱川， 青年学級生交流会（公民館） ； 

( 

く 19日0母親学級（公民館） ？ 
{ 0公民館社会学級（公民館） ） 
~ 20日〇お茶の間懇談会（予子林生活改善センター） （ 
J 21日0定例町常会（公民館）
-̀ ( ¥ 0土地改良区理事会（農林会館） ： 

22日〇男子バ l../ーホール大会（公民餡主催）優勝下鹿野川 ） 
S 23日0健康相談（大屋敷部落集会所） ＼ 

~ 24日0団体営農道事業入札（上森山，大谷，鹿野川農道） ：：： 
) 0生活学校開校式（公民館） : 

＼ 
-:: 0二次農業構造改善説明会（肱栄集会所） ｛ 
:: 25日0健康相談（公民館） ） 
( 0種豚定期検査
i 28日0成人大学（公民館）

＼ 

; 29日0町消防夏期幹部訓練（肱川中学校） ( 

召 30日0稲転現地確認打合せ会（元公民館） ｛ 
＼ 〇教育委員会（公民館） ) 

( 51日0子供会リーダー研修会（公民館） __ 

I , 0土地改良区総代会（農林会館） : 
＼ 

ミ:: 8月 1日0子供リーダー研修会（公民館） （ 
） 
: 2日0第 1分団夏季訓練（肱川中） ｛ 
¥ 5日0米生産調整水田現地確認 ） 

( 0畜犬指導員会（公民館） ： 

> 4日0町誌編さん委員会（公民館） ＼ 

;= 0米生産調整水田現地確認
? Oがけ地危険箇所総点検（町内全域） （ 
= )  
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昭和48年7月末現在

世帯数 1,126戸

人口（男） 2,135人
（女） 2,203人

｝ （転入）16人

0 0 0 ※ ※し申 ※ 0000※ } 
（転出）12人

いへしいれならて そ無使くし直出運 使 ）
計 4,338人
（前月比16人増）

こしたる通る関いれ症患の料用い込接動ぶ夕退死精用
とらと人行 こ係こる状者他 料うむま依こク院亡神で 6月の喜びと悲しみ
せ゚きや人と者ととをを ここた頼とシすし病き 出生
なは病は ぱ ゜き悪運 ととはのの lるて患な 上森山
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．．のこりしせな康し族‘あ医けど行 が なま‘母のら ：： 
；：場と‘たずけ保なのあ る療れ他な 扶へいす国が医 ．： ． ．． っ人族あ問国
．．合が医月にれ険 け方なあ保ばのつ 養おでが保病療 て家はる 保世へ

．． 

．． ： ．もあ療日‘ばにれもた な険加医て しこし ‘と弱費い族六会私に帯お．？
：： 同 り費以国な加ば健がたが入療い てた よ私会でをまで十社は残主た：：・. 
．：様まを降保ら入な康会が優 す保る い一 うだ社い負すす八へ‘すでず：：
：;です保のでなしり保社扶先 る険国 る
．：．すか険医医くたま険 の 養 すこに民 家
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゜国健もし‘私にめ畑とるし・・
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.・ 

•̀ ・ま ．． ： ごは費につぎん被康れわが入康 はす か保者け族‘るい少で保

．． ：： 注みをかては°扶保てけです保 当- ら険にれを会母るしき加文；
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・. 
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： 国民健康保険税が決りました ； 
•; 国民健康保険は，病気やけがをしたとき，加入者同志がお・

；互いに助け合って医療費を負担し，加入者全員の健康の保持
；や福祉の増進をはかることを目的としてつくられた制度です

； この制度を健全に運営していくためには，加入者の皆さん

．．． が， この制度の目的をよく理解し協力していただかねばなり
.iませんが，皆さんが昨年 1年間にかかった医療費は， 74,854
［千円 (1人当り21,881円）となり，過去3年間の実績を基に
；推計しますと， 今年は79,000千円 (1人当り23,939円）とな
；る見込みです。

［ そこで，この医療費をどのようにしてまかなうかといいま

，．：すと， 79,000円のうち，国から 「45%」が補助され，「30%」
．：は， 皆さんが直接病院等の窓口で支払っていただぎ，残る
; 「25%」を保険税でまかないます。
；： 保険税の計算は

：： 1．税率

； 保険税は，一定の基準をもうけて世帯ごとに課税すること
・̀:とされていますが，今年度は，次の税率により それぞれ算出
！した額の合計額が 1年間の税額となります。

： 所得割 1.54% 資産割 51.30% 
，； 均等割 1,900円 平等割 4,600円
．： 2． 保険税の減額

； その世帯の所得が次の基準に該当する場合は，負担を軽く
自するため保険税が減額されます。

:; イ，所得額が16万円以下の世帯。

1人当り 1,080円 世帯当り 2,580円

i 口，所得額が， 1人16万円と加入者 1人増すごとに10万円 i.
i を加えた額以下Q世帯。
; 1人当り 720円 世帯当り 1,720円 ；； 

・.; 3．保険税の算定時期 i 
： 保険税は，毎年4月 1日現在の加入者の人員でi所得額の決定をまって ，前年中の；

, 8月に本算定されます。したがってー：
; 5月に第 1期分として課税した保険税は，前年度の保険税を［
］基礎として，かりに課税したものです。ですから， 8月に本i
；算定を行なって決まった 1年間の税額から，第 1期分を差しi
；：引き，残りを4期に分けて納めていただくことになります。も
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令は まる民の 定つ被‘たす体を消

な防きの し署団部 学十基大ばんは と
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つ対と動川°のを今校日とく行判秒動
てすしが団 協召年庭午なな動断のカ
いるたあ長 力集新に前るるが‘猶で
ま 責訓い の をしら‘七訓かお命 — す
し任練ま統 褐‘ し班時練らく令予 。

たと動っ率 て大く長かをでれが喜災
°自作て力 実 i州入以ら‘す‘お 害
信に‘ と 施市団上肱七゜災くき現
がはき団 し消しの川月そ 害れま場
み消び員 ま防た幹中 二 のがれせで
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参
も
狭
く
段
々
畑
を
耕
し
て
農
業
こ
の
農
道
の
完
成
に
よ
り
、

し
ま
す
が
、
該
当
者
で
通
知
も

加

の

場

と

し

て

計

画

さ

れ

た

、

を

営

ん

で

い

ま

し

豊

か

な

小

倉

部

落

と

し

て

今

後

お

茶

の

間

懇

談

会

が

、

去

る

七

た

。

農

産

物

の

搬

発

展

す

る

こ

と

で

し

ょ

う

。

れ

が

あ

っ

た

場

合

、

生

活

福

祉

月
二
十
日
に
予
子
林
集

会

所

に

入

、

搬

出
は
す
べ

課
保
健
係
へ
申
出
て
く
だ
さ

お

い

て

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

、

。

＼＞ 

当
日
は
、
県
事
務
所
長
を
は

じ

め

、

県

の

そ

れ

ぞ

れ

の

機

関

該

当

者

は

次

の

と

お

り

で

か

ら

十

四

人

、

町

か

ら

町

長

保

す

。

か

八

人

、

住

民

を

代

表

し

て

予

一

、

三

回

接

種

を

受

け

る

者

（
初
回
免
疫
者
）

子
林
の
全
域
か
ら
四
十
三
人
が

出
席
し
て
、
終
始
な
ご
や
か
な

雰
囲

気

の

な

か

で

懇

談

が

進

め

昭

和

四

十

七

年

五

月

一

日

か

ら

れ

ま

し

た

。

ら

、

昭

和

四

十

八

年

四

月

三

十

日
ま
で
の
出
生
者
。

懇
談
の
な
か
に
は
、
物
価
問

二、

一
回
接
種
を
受
け
る
者

題
を
は
じ
め
、
人
工
雨
や
ら
、

の
ら
猫
の
異
常
繁
殖
な
ど
、
予

想

以

上

の

問

題

提

起

が

あ

り

ま

（

追

加

免

疫

者

）

し

た

が

、

な

か

で

も

道

路

に

関

昨

年

三
回
の
接
種
が
終
っ
た

す
る
諸
問
題
の
う
ち
横
断
排
水

や
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
な
ど
に
つ
い

て
は
、
即
決
で
と
り
あ
げ
ら
れ

す
ぐ
に
要
望

の
と
お
り
施
工
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
大
ぎ

な
収
穫
で
し
た
。

な
お
今
年
度
は
、
予
子
林
の

役
か
、
九
月
に
岩
谷
地
区
で
開

催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

お待たせ／小倉部落に農道完成
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者。
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1

 
1

種
混
合
予
防
注
射
（
百

H
咳、

破
傷
風
）

け

ま

し

よ

主

婦

湿

疹

夏
に
な
っ

て
も
、
ま
だ
手
が

荒
れ
て
困
る
、
と
い
う
主
婦
の

声
を
よ
く
聞
ぎ
ま
す
。
こ
れ
は

接
触
皮
膚
炎
の
一
種
で
炊
事
、

洗
た
く
、
そ
う
じ
な
ど
で
、
水

や
洗
剤
に
長
時
間
触
れ
て
い
る

と
、
そ
の
剌
激
で
お
こ
る
皮
膚

炎
で
し
ょ
う
。
主
婦
に
多
い
の

で
主
婦
湿
疹
と
い
わ
れ
て
い
ま

す。
洗
剤
や
水
な
ど
の
直
接
刺
激

の
ほ
か
、
甲
状
線
ホ
ル
モ
ン
や

卵
巣
ホ
ル
モ
ン
の
異
常
が
関
係

し
て
い
る
と
い
う
説
も
あ
り
ま

す
が
、
は
っ
ぎ
り
し
た
事
は
わ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
に
し
て
も
予
防
も
治

療
も
第
一
は
、
水
や
洗
剤
に
長

時
間
ふ
れ
な
い
こ
と
。
と
い
っ

て
も
、
主
婦
に
は
む
り
な
話
で

す
か
ら
、
な
る
べ
く
直
接
ふ
れ

な
い

工
夫
を
。
濃
い
ま
ま
の
洗

剤
を
し
ま
せ
た
ス
ポ
ン
ジ
を
素

手
に
持
っ
て
食
器
を
洗
う
、
な

ど
は
さ
け
た
い
こ
と
で
す
。

ゴ
ム
手
袋
の
中
に
つ
い
て
い

る
タ
ル
ク
な
ど
の
粉
で
か
ぶ
れ

る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
綿
の
う

す
い
手
袋
を
ゴ
ム
手
袋
の
下
に

は
め
る
の
が
安
全
。
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岩
本
勝
義
さ
ん
表
彰

ー
|
'
県
清
掃
事
業
協
会
総
会
で
ー
_
_
 

合
の
岩
本
勝
義
さ
ん
は
、
去
一ま
し
た
。

た
愛
媛
県
清
掃
事
業
協
会
の

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

以
来
十
三
年
余
に
わ
た
っ
て

区
環
境
衛
生
組
合
が
で
き
て

岩
本
さ
ん
は
、
鹿
野
川
地

（
団
体
1
1
四
）
と
共
に
表
彰

功
労
者
と
し
て
、
県
内
五
人

総
会
に
お
い
て
清
掃
業
務
の

る
九
日
、
松
山
市
で
開
か
れ

鹿野川地区環境衛生組一清掃業務を続けてこられ

1月（第曜日）一日1時回刻 月（曜第日）日二時回刻

第 三 回
場 所

月（曜日）日 1時刻

正山小学校 9月（木6）日1 5. 3 0 ~ 9月（2水6）日1 3. 3 0 ~ 10月（木18）日13.30,...._, 14.00 14.00 14.00 

大 谷 小学校 9月（金7）日1 5. 5 0 ~ 9月（2金8）日1 3. 3 0 ~ 10月（金19）日13.30,_ 14.00 '14.00 14.00 

岩谷小学校 9月（火11）日13. 30"" 10月（月1）日1 3. 3 0 ~ 10月（2木5）日1 3. 3 0 ~ 14.00 14.00 14.00 

肱川町公民館 9月（火11）日
14.30,..._, 10月（月1）日1 4. 3 0 ~ 10月（2火3）日1 3. 30 ~ 
15.00 15.00 14.00 

予子林小学校 予町子公林民地館区の方はだ第一•第二回は 10月（2金6）日1 3. 3 0 ~ 
へきてく さい。 14.00 ぶつ

◎料金••…無料
◎注意..… • (1)現在病気の者，病後衰弱者，その他身体の弱い者，等は

接種でぎませんので必す問診票を記入して事前に医師にご
相談ください。
(2)尚，高熱，その他の理由で接種でぎないことが確実にわ
かっている方は事前に役場生活福祉課へご連絡ください。
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